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米国 Arglass Yamamura, LLC への出資に関するお知らせ 

 

 

当社は本日、米国の Cambium Arglass, LLC (以下「Cambium 社」）と共同で、米国に

Arglass Yamamura, LLC (以下「新会社」）を設立することを決定し、出資に関する契約を

締結しましたので、お知らせいたします。 

 

現在、Cambium 社の 100％子会社として、ガラスびん製造会社の Arglass Southeast, 

LLC（以下「Arglass 社」）があります。この度の合意により、Cambium 社と共同出資でホ

ールディング会社である新会社を設立し、Arglass 社を当該新会社の 100％子会社といた

します。 

出資の目的は、Cambium 社と、同社の代表である Jose de Diego Arozamena 氏（以下

「Jose 氏」）と共同して、Arglass 社の経営を行うことです。 

 なお、本件出資により、新会社は当社の持分法適用関連会社となる見込みです。 

 

１．出資検討の背景 

当社は、ガラスびん関連事業における海外展開として、既に東南アジアや中国に生産拠

点を保有しておりますが、この度 Arglass 社の経営に参加することにより、新たに北米に

生産拠点を有することになります。 

Cambium 社は米国所在の投資会社ですが、その代表である Jose 氏は、一族がガラスび

ん事業経営の経験を有し、自身も現在ヨーロッパのガラスびん製造会社の社外取締役を

務めるなど、同事業の運営に精通しています。米国では既存のガラスびん製造工場の多く

において老朽化が進み、柔軟な生産体制の構築が困難になっていることなどから、新たな

ガラスびん製造工場の立ち上げに戦略上の意義を見出し、この度の契約締結に至ったも

のです。 

今回の合意により、2017 年度～2019 年度の中期経営計画「世界のＹＡＭＡＭＵＲＡへ 

―心と技術を伝えたい―」を具現化すべく、経営方針の一つである「パッケージング事業

の収益力強化」をさらに推進します。 

 

  



２．合弁会社（新会社）の概要  

（１） 名称 Arglass Yamamura, LLC 

（２） 所在地 アメリカ合衆国デラウェア州 

（３） 代表者の役職・氏名 Jose de Diego Arozamena／CEO 

（４） 事業内容 ガラスびん関連事業 

（５） 設立年月 2019 年８月上旬（予定） 

（６） 資本金 60 百万 USD（参考：約 6,518 百万円(*)） 

（７） 出資比率 

議決権比率 

当社：75％、Cambium 社：25％ 

当社：50％、Cambium 社：50％ 

（８） 決算期 12 月期 

（９） 当社との関係 当社から役員の派遣を予定 

(*)1USD＝108.64 円にて換算（2019 年７月 31 日付レート） 

 

３．新会社の子会社の概要 

（１） 名称 Arglass Southeast, LLC 

（２） 所在地 アメリカ合衆国ジョージア州バルドスタ市 

（３） 代表者の役職・氏名 Jose de Diego Arozamena／CEO 

（４） 事業内容 ガラスびん製造販売 

（５） 設立年月 2015 年 12 月 

（６） 生産能力 約 10 万トン／年 

（７） 資本金 60 百万 USD（参考：約 6,518 百万円(*)） 

（８） 出資比率 新会社：100％ 

（９） 純資産(2018年 12月末時点) △1,372 千 USD（参考：約△149 百万円(*)） 

（10） 総資産(2018年 12月末時点) 5,091 千 USD（参考：約 553 百万円(*)） 

（11） 事業開始日 2020 年末（予定） 

（12） 決算期 12 月期 

(*)1USD＝108.64 円にて換算（2019 年７月 31 日付レート） 

 

４．相手先の概要 

（１） 名称 Cambium Arglass, LLC 

（２） 所在地 10 E 22nd Street, New York, NY 10010, USA 

（３） 代表者の役職・氏名 Jose de Diego Arozamena／CEO 

（４） 事業内容 ガラスびん関連事業等への投資 

 

５．業績への影響 

本件による 2020 年３月期の当社業績に与える影響につきましては現在精査中であり、

重要な影響を与えることが判明した場合には速やかにお知らせいたします。 

 

以上 


